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大
項
目 

中
項
目 

具体目標 
具体的な取組 

（●重点とする取組,★中学校区での取組） 

判断基準 

(評価のものさし) 
評価方法 評価時期 

進捗確認 

（～１１月） 

達成状況（年度末） 

自己評価 学校関係者評価 

                       

確
か
な
学
び 

学
ぶ
力
の
育
成 

自分で考えたことを表

現する力を育成する。 

●★言葉の力の育成を推進し,どの教科においても自

分で考え交流する場面を数多く設定して,自分の言葉

できちんと伝える力を育てる。 

「ほかの人の考えを聞いたあと自分の考えを

書いたり,発表したりしていますか」の肯定的

回答が７３％以上。 

堺市学力状況調査 １０月       

授
業
改
善 

ICTを活用した授業改善

を行い,総合的な学力の

向上を図る。 

●★一人一台のタブレットを活用し,「個別最適な学

び」「協働的な学び」を実現する。 

「勉強しているときに,わからないことがあっ

てもやり方を変えて,挑戦していますか」の肯

定的回答が６３％以上。 

全国学力学習状況調査 

堺市学力状況調査 
１０月       

道徳年間指導計画をも

とに,道徳的実践力を図

る。 

●道徳的判断力,心情,態度,意欲の向上を図り,道徳性

の育成に努める。 

「人が困っている時に進んで助けています

か」の肯定的回答が９０％以上。 
全国学力学習状況調査 １０月       

豊
か
な
心･

健
や
か
な
体 

心
の
教
育
の
充
実 

豊かな人権感覚の育成

と規範意識の醸成 

●「居場所・出番」のある教育活動で自分の良さを知

り,自尊感情を育む。 

「自分にはよいところがある」の肯定的回答

が７８％以上。「友だちは自分のよいところを

認めてくれる」の肯定的回答が９２％以上。 

全国学力学習状況調査 

堺市学力状況調査 
１０月       

登校時やいろいろな場面において,状況に応じたあい

さつを自ら進んでできるように育成していく。 

「自ら進んであいさつができる」の肯定的回

答が８０％以上。 
学校教育アンケート ２月       

いじめ防止基本方針に基づく対応をするとともに関係

機関と連携する。 

「学校へ行くのが楽しい」の肯定的回答が 

８５％以上。「自分は幸せだと思いますか」の

肯定的回答が８０％以上。 

全国学力学習状況調査 

学校教育アンケート 
１０月 

２月 
      

健
や
か
な
体 

地域・各家庭と協力し,

基本的な生活習慣を確

立し心身の健康の保持

増進と体力の向上を図

る。 

「早寝・早起き」,「朝ごはん」を毎日続けられるよ

うに校報や保健だよりなどで啓発していく。また,

日々の生活における幸福感を高める。 

「早寝・早起き」の肯定的回答が５５％以上。

「朝ごはんを毎日食べている」の肯定的回答

が９０％以上。 

全国学力学習状況調査 

学校教育アンケート 
１０月 

２月 
      

体育の授業や体力向上の取組などを通して,運動の喜

びを知り,主体的に取り組む児童の育成に努める。 

「運動やスポーツすることが好きですか」の

肯定的回答が８５％以上。 
学校教育アンケート ２月       

地
域
協
働
・
学
校
群 

信
頼
さ
れ
る
学
校 

安心で安全な居場所を

つくる。 

学校群の取組を周知し,

協力体制を構築してい

く。 

みんなが安心・安全に過ごせるように校内環境を整

え,緊急の際の情報等を迅速に発信する。また,日ごろ

の教育活動をHPで掲載していく。 

「ホームページなどで学校の情報をわかりや

すく伝えている」の肯定的回答が９０％以

上。 

学校教育アンケート ２月       

★学校群の取組を通して,小中連携や小小連携を進め,

９年間を見通したカリキュラム改善に取り組む。 

「校区の小学校と一緒に学習することは楽し

い」の肯定的回答が８５％以上。「３年生の時

から学校群交流があり,中学校への不安が減少

した」の肯定的回答が６５％以上。 

学校教育アンケート ２月       

「確かな学び」の現状 

・学校群の取組「９年間を見通したカリキュラム」とリンクさせ,算数科研修テーマを「考え表現する力を育てる算数科授業の創 

造」～言葉の力を高める言語活動の充実をめざして～として小中連携や小小連携を進めている。 

・全国学力調査において国語「言葉の特徴や使い方に関する事項」算数「直方体・円柱の見取り図や展開図を作図できる」の項目が 

高く,これまで研修目標として取り組んできた成果や,中学校連携の成果が表れてきていると感じる。 

「豊かな心・健やかな体」の現状 

・「学校へ行くのが楽しい」「自ら進んであいさつができる」がともに８０％を超えている。「友だちは自分の良いと 

ころを認めてくれる」は９５％と高い数値となっているが,「自分にはよいところがある」は堺市平均を下回る。 

・ルールを守ろうと努力する児童や「運動やスポーツをするのが好き」だと答えた児童が,８０％を超えている。 

「早寝・早起きができている」５０％程度であり,児童・保護者への継続した声掛けが必要である。 

。 

≪新浅香山小学校 令和７年度の重点目標≫   「よりよくしようと考える喜び、人の役に立つ喜び、表現する喜びを持つ児童の育成」 

（様式⑦ 小中学校） 

 

校長より（年度末） 

 

学校関係者評価者から（年度末） 

 

≪五箇荘学校群の目標≫  

「自ら学びに向かい、自ら取り組み、自ら表現できる子どもの育成」 

≪中学校区におけるめざす子ども像≫  

「個性を伸ばすとともに，自らを律し他を思いやることのできる子」 


